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5
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ハンドボール

イ）ネット型

バレーボール

イ）ネット型

テニス

状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動
きによって空間を作り出すなどの攻防を展開する。
・サービスでは、変化をつけて、ねらった場所に打つこと。
・ペアの作戦に応じた守備位置から、拾ったりつないだり打ち
返したりすること。
・相手の攻撃の変化に応じて、仲間とタイミングを合わせて守
備位置を移動すること。
・仲間と連携した攻撃の際に、ポジションに応じて相手を引き
付ける動きをすること。

○提供された作戦や戦術から自己や自己のペアの特徴を踏
まえた作戦や戦術を選択する。

○仲間に対して、技術的な課題や有効な練習方法の選択に
ついて指摘する。

授業時の様子

スキルテスト

授業時の様子

学習カード

授業時の様子

学習カード

学習カード

授業時の様子

学習カード

状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動
きによって空間を作り出すなどの攻防を展開すること。
・サービスでは、変化をつけて、ねらった場所に打つこと。
・チームの作戦に応じた守備位置から、拾ったりつないだり打
ち返したりすること。
・相手の攻撃の変化に応じて、仲間とタイミングを合わせて守
備位置を移動すること。
・仲間と連携した攻撃の際に、ポジションに応じて相手を引き
付ける動きをすること。

○役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した
動きによって空いた場所をめぐる攻防を展開する。
・サービスでは、ボールをねらった場所に打つこと。
・ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打
ち返すこと。
・攻撃につなげるための次のプレイをしやすい高さと位置に
ボールを上げること。
・ポジションの役割に応じて、拾ったりつないだり打ち返したり
すること。

授業時の様子

スキルテスト

○提供された作戦や戦術から自己のチームや相手チームの
特徴を踏まえた作戦や戦術を選ぶ。

○仲間に対して、技術的な課題や有効な練習方法の選択に
ついて指摘する。

授業時の様子

学習カード

授業時の様子

学習カード

学習カード

２　学習の計画及び評価方法

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動
評価の
材料等

学 級 第 3 学年 1～8 組
教 科 書 　現代高等保健体育（大修館）

副 教 材 　現代高等保健体育ノート（大修館）

令和８年度　保健体育科　「体育」シラバス
教 科 保　健　体　育 科 目 体　育 単 位 数 　単位

１　学習の到達目標

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯
にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。
（1）  運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができ
るようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。
（2）  生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。
（3）  運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の
違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

授業時の様子

A体つくり運動 ア）体ほぐし運動 心と体は互いに影響して変化することに気付き、心や体の状
態に応じて調子を整えるために運動をしたり、仲間と積極的に
交流するための運動を行う。
・のびのびとした動作で運動を行うこと。
・リズムに乗って心が弾むような運動を行うこと。
・仲間と動きを合わせたり、対応したりする運動を行うこと。
・柔軟性を高める運動
・調整力を高める運動

授業時の様子

学習カード

バスケットボール

学習カード

選択Ⅰ〔武道、球技から1種目選択〕

ア)ゴール型

イ）ネット型 授業時の様子

バドミントン

ルールテスト

授業時の様子

状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した
動きによって空間への侵入などから攻防を展開する。
・味方が作り出した空間にパスを送ること。
・ゴールに向かってボールをコントロールして運ぶこと。
・チームの作戦に応じた守備位置に移動し、相手のボー
ルを奪うためのの動きをすること。
・味方に抜かれた際に、攻撃者を止めるためのカバーの
動きをすること。

○提供された作戦や戦術から自己のチームや相手チー
ムの特徴を踏まえた作戦や戦術を選択する。
○仲間に対して、技術的な課題や有効な練習方法の選
択について指摘できるようになる。

E 球技

授業時の様子

授業時の様子

学習カード

スキルテスト

ルールテスト

スキルテスト

授業時の様子

学習カード

スキルテスト
ア)ゴール型 状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動き

によって空間への侵入などから攻防を展開する。
・味方が作り出した空間にパスを送ること。
・ゴールに向かってボールをコントロールして運ぶこと。
・チームの作戦に応じた守備位置に移動し、相手のボールを
奪うためのの動きをすること。
・味方に抜かれた際に、攻撃者を止めるためのカバーの動き
をすること。

○提供された作戦や戦術から自己のチームや相手チームの
特徴を踏まえた作戦や戦術を選ぶ。
○仲間に対して、技術的な課題や有効な練習方法の選択に
ついて指摘する。

サッカー



ア）柔道

6

7

ア）競争

ハードル走

9

10

11

12

1

2

3

３　評価の観点

４　評価方法　

５　担当者からのメッセージ

※Ⅰ期と同様

選択Ⅱ〔器械運動、陸上競技、ダンスから1種目選択〕

○相手の動きの変化に応じて行う姿勢と組み方、受け身、基
本となる技を確実に行う。
・姿勢と組み方では、相手の動きの変化に応じやすい自然体
で組むこと。
・進退動作では、相手の動きの変化に応じたすり足、歩み足、
継ぎ足で、体の移動をすること。
・相手の投げ技に応じて前回り受け身、横受け身、後ろ受け身
をとること。

○仲間に対して、技術的な課題や有効な練習方法の選択に
ついて指摘する。

授業時の様子

学習カード

授業時の様子

スキルテスト

スキルテスト

選択Ⅳ「球技と武道から１種目選択」

エ）運動やスポーツの活動時の
健康・安全の確保の仕方

Ｈ　体育理論

ア）運動やスポーツの技術と技能

イ）運動やスポーツの技能の上達過程

ウ）運動やスポーつの技能と体力の関係

２ 運動やスポーツの効果的な学習の仕方

・Ⅰ期と違う種目を選択すること
・前期の後半から後期の前半にかけて、選択した競技を行う

授業時の様子

学習カード

授業時の様子

スキルテスト

運動やスポーツの効果的な学習の仕方について理解できるよ
うにする。
・運動やスポーツの技術は、学習を通して技能として発揮され
るようになること。
・運動やスポーツの技能の上達過程にはいくつかの段階があ
り、その学習の段階に応じた練習方法や運動観察の方法、課
題の設定方法などがあること。
・運動やスポーツの技能と体力は、相互に関連していること。
また、期待する成果に応じた技能や体力の高め方があること。
・運動やスポーツを行う際は、気象条件の変化など様々な危
険を予見し、回避することが求められること。

授業時の様子

・Ⅰ期と違う種目を選択すること
・前期の後半から後期の前半にかけて、選択した競技を行う

授業時の様子

学習カード

小テスト

授業時の様子

学習カード

スキルテスト

※Ⅰ期と同様 選択Ⅲ「球技と武道から１種目選択」

Ｆ 武道

スキルテスト

ウ）ベースボール型 授業時の様子状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定したボール操
作と状況に応じた守備などによって攻防を展開すること。
・タッチアップでは、タイミングよく進塁の動きをすること。
・仲間の走者の動きに合わせて、塁を進んだり戻ったりするこ
と。
・打者の特徴や走者の位置に応じた守備位置に立つこと。
・打球や送球に応じて仲間の後方に回り込むバックアップの動
きをすること。

Ｂ器械運動 ア）マット運動

ソフトボール 学習カード

スキルテスト

ルールテスト

Ｈ 体育理論

状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動き
によって空間への侵入などから攻防を展開すること。
・味方が作り出した空間にパスを送ること。
・ゴールに向かってボールをコントロールして運ぶこと。
・チームの作戦に応じた守備位置に移動し、相手のボールを
奪うためのの動きをすること。
・味方に抜かれた際に、攻撃者を止めるためのカバーの動き
をすること。
○インターバルのスピードを維持して勢いよく低くハードルを
走り越すことができるようになる。
・スタートダッシュから１台目のハードルを勢いよく走り越す。
・遠くから踏み切り、振り上げ脚をまっすぐに振り上げ、ハード
ルを低く走り越す。
・インターバルでは、３～５歩のリズムを最後のハードルまで維
持して走る。

Ｇ　ダンス リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ったり、変化とまとまり
を付けて仲間と対応したりして踊ること。
・軽快なリズムに乗って全身を弾ませながら、リズムの特徴をと
らえたステップや体幹部を中心とした弾む動きで自由に踊るこ
と。
・選んだリズムや音楽の特徴をとらえ、変化のあある動きを連
続して、個や群や場の使い方を強調した構成でまとまりを付け
て踊ること。
○ダンスを継続して楽しむための自己に適したかかわり方を
見付ける。

評価方法 　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から観点別に評価する。

確かな学力を身につける
ためのアドバイス

　まず何よりも、「楽しく運動を行おうとする姿勢・態度」が必要です。「こんなことやってられるか」「つま
らない」等と思っていては進歩はありません。「楽しく」というのは、楽しいこと・楽なことだけを行えばよ
いということではありません。どんなことでも興味を持って、（持とうとして）行うことが重要なのです。その
上で、ある程度技能が高まった方がゲームを楽しめるということを理解し、個人の技能を高めるための
工夫や努力、チームとしての連携を高めることが必要となります。また、勝ち負けにばかりこだわらず、
運動そのものを楽しもうと心がけることです。

学習カード

Ｃ陸上競技

授業時の様子

ルールテスト

授業を受けるに当たって
守って欲しい事項

・指定ジャージで授業へ参加すること。（暑い場合はＴシャツも可）
・授業はチャイムと同時に始めます。着替え・活動場所への移動は、休み時間の内に完了してくださ
い。
・安全のため、金属類（時計・貴金属類・装飾品等）は、はずしてきてください。
・貴重品の管理をしっかりと行ってください。

評価の観点 知識・技能
主体的に学習に

取り組む態度

観点の趣旨

　運動の合理的，計画的な実践を通
して，運動の楽しさや喜びを深く味わ
い，生涯にわたって運動を豊かに継
続することができるようにするため，運
動の多様性や体力の必要性につい
て理解するとともに，それらの技能を
身に付けている。

運動における競争や協働の経験を通
して，公正に取り組む，互いに協力す
る，自己の責任を果たす，参画する，
一人一人の違いを大切にしようとする
などの意欲を育てるとともに，健康・安
全を確保して，生涯にわたって継続し
て運動に親しむ態度が見られる。

評価の材料
スキルテスト
ルールテスト
小テスト

授業時の様子
学習カード

授業時の様子
学習カード

　生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題を発見し，合理的，計
画的な解決に向けて思考し判断する
とともに，自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。

思考・判断・表現


